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１．はじめに 
諏訪湖において水温や電気伝導度に関する現地

観測は，これまでに数多くたとえば 1)，2)など行われてき

た．しかし，水流動とあわせて行った観測結果は

みられない．水流動に関しては，一部既発表 3)で

あるため，ここでは，2004 年と 2007 年に行った

水流動と水質（水温・電気伝導度）の観測結果を

あわせて考察したものを報告する． 
 

２．観測概要 
現地観測は，2004 年 10 月 26 日および 27 日

と 2007 年 9 月 20 日および 21 日に行った．観

測時刻は，2004 年 10 月 26 日 11：00～14：00，
27 日 7：00～10：00，2007 年 9 月 20 日 7:30～
12:00，9 月 21 日 7:30～11:00 である．図-1 に観

測を行った測線と測点を示す．測点は諏訪湖全

体の流況を把握できるように A，B，C 測線上

の計 26 点とし，上記 3 つの観測は B9～B1，C7
～C1，A1～A10 の順に一回ずつ，各測点におい

て 3～5 分間船を停止させた状態で同時に行っ

た．なお，A-B-C 測線の間隔はそれぞれ約 1000m，

それぞれの測点の間隔は，A1-A9 で各 350m，

A9-A10 で 135m，B1-B2 で 200m，B2-B8 で各

350m，B8-B9 で 270m，C-line で各 350m とした． 
水流動の測定には，RD Instruments 社製ワー

クホース ADCP を使用し，層厚 25cm，測定精

度 0.28cm/s 以下に設定した．また，2004 年観

測では全測点でサンプリング間隔を 11 秒，サ

ンプリング数はおおむね 15 個程度としたが，

2007 年観測では，より精度良く観測するために，

サンプリング間隔およびサンプリング数は水

深 4m 未満でそれぞれ 1 秒，120，水深 4m 以上

でそれぞれ 15 秒，15 と水深ごとに設定を変え

た． 
湖面上の風の測定には，R.M YOUNG 社製

ULTRASONIC ANEMOMETER を使用した．デー

タのサンプリング間隔を 0.25 秒とし，1 秒ごとに

それらの平均値を出力した．したがってサンプリ

ング数は各測点で 180～300 である． 
水温ならびに電気伝導度の測定には，（株）堀場

製作所製マルチ水質モニタリングシステム U-21
を使用し，表層から 1.0m ごとに計測した．ただし，

2004 年観測においては，水深の小さい A9・A10・
B1・C7 で 0.5m ごとの計測を行った． 

 
３．観測結果 

観測した 4 日間における，湖面上の風速・風

向を図 -2(a)～ (d)，湖の水平方向流速分布を図

-3(a)～(d)，各測線における水温の鉛直分布を図

-4(a)～(d)，各測線における電気伝導度の鉛直分

布を図-5(a)～(d)に示す．なお，2007 年 9 月 20
日の A3～A9 の風速・風向は機械の不具合によ

り，データ欠測となった． 
 図-2 から，湖面上の風については，2004 年

10 月 27 日を除く 3 日間は，おおむね弱かった

といえる．また，図-3(a)，(b)から，10 月 26 日

には明確な湖流パターンはみられないが，10
月 27 日には，反時計回りの水平循環流がみら
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れる 3)．図-3(c)，(d)をみると，中層部で時計回

りの循環が少しみられる以外は，明確な湖流パ

ターンはないことがわかる． 
 図-4(a)，(b)から，B 測線の砥川の河口から

B1，B2 の底層付近で，水温が低くなっている

ことがわかる．また，10 月 27 日の A 測線およ

び B 測線の南東側において，湖水より低い水温

が鉛直方向に一様になっている．図 -4(c)， (d)
をみると，各測線で水温成層が形成されている

ことがわかる．その位置は，A 測線で 4.5m～

5.0m，B 測線で 4m～5m，C 測線で 3m～4m と，

西側に行くほど深くなっている． 
 図-5(a)，(b)から，水温の傾向と同様，B 測線

の砥川の河口から B1，B2 の底層付近で，電気

伝導度が低くなっていることがわかる．また，

10 月 27 日の B 測線の南東側において，湖水よ

り低い電気伝導度が鉛直方向に一様になって

いる．さらに，10 月 27 日の A 測線の南東側に

おいて，湖水より高い電気伝導度が鉛直方向に

一様になっている．図-5(c)，(d)をみると，各測

線において，水深が大きくなるほど，電気伝導

度は大きくなる傾向にあるが，おおむね 14.0～
16.0(mS/m)の範囲に入っており，空間的な差は

あまりみられないといえる． 
 
４．考察 

2004 年の観測時においては，図-4(a)，(b)お
よび図-5(a)，(b)をあわせて考えると，砥川およ

び上川河口部では，河川水の温度が湖水よりも

低いため，負の浮力によって河川水が下層に潜

り込み，下層密度流が形成されていると考えら

れる．このことは，砥川の電気伝導度が湖水に

比べて小さいことからもいえる．また，北西の

強風が作用したときに，風下側の上川・宮川の

河口付近で水温・電気伝導度が鉛直方向に一様

であることから，流入した河川水（低い電気伝

導度，B 測線）および風波によって巻き上がっ

た泥水（高い電気伝導度，A 測線）が，風によ

って鉛直方向に混合していると考えられる． 
2007 年の観測時においては，両日ともほとん

ど風が吹いていなかった．しかし，両日とも，

観測前日の午後に南東の 4～5m/s 程度の風が

数時間観測されている．水温成層の位置が西側

に行くほど深いことから，南東の強い風が吹い

た場合，密度が小さい A 測線の表層が卓越して

風下の北西方向に流れ，それを補うように東側

の C 測線で南東方向の流れが形成された可能

性がある 4)．この流れが翌日になっても，中層

にのみ残っていたことが考えられるが，風の空

間的な非一様性 5)など他の要因も考えられ，今

後のさらなる検討が必要である． 
 
５．おわりに 
 本報告では，2004 年と 2007 年に行った水流

動と水質（水温・電気伝導度）の観測結果をあ

わせて考察した．その結果，諏訪湖における強

風時と弱風時の水流動および水質の特徴の一

部が明らかになった．今後は，強風時・弱風時，

成層時・非成層時，洪水時・平水時など，さま

ざまな条件下でさらなる観測を行い，諏訪湖の

水流動および水質に関する基礎的かつ普遍的

な知見を増やしていきたい． 
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図-1 現地観測の測線および測点 

 
 

  

(b)2004 年 10 月 27 日 (a)2004 年 10 月 26 日 

(c)2007 年 9 月 20 日 (d)2007 年 9 月 21 日 

図-2 湖面上の風速・風向 
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図-3(a) 2004 年 10 月 26 日の湖流観測結果 
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図-3(b) 2004 年 10 月 27 日の湖流観測結果 
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図-3(c) 2007 年 9 月 20 日の湖流観測結果 
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図-3(d) 2007 年 9 月 21 日の湖流観測結果 
 
 

-162-



 

  
A 測線  A 測線 

  
  B 測線 B 測線 

  
C 測線 

 
C 測線 

  

 

 
図-4(a) 2004 年 10 月 26 日の水温観測結果 図-4(b) 2004 年 10 月 27 日の水温観測結果 
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図-4(c) 2007 年 9 月 20 日の水温観測結果 図-4(d) 2007 年 9 月 21 日の水温観測結果 
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 図-5(a) 2004 年 10 月 26 日の電気伝導度観測結果 図-5(b) 2004 年 10 月 27 日の電気伝導度観測結果
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図-5(c) 2007 年 9 月 20 日の電気伝導度観測結果 図-5(d) 2007 年 9 月 21 日の電気伝導度観測結果 
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